
拡大数 残数

勝　立 3 1 2

米生延命 3 0 3

船　津 4 6 ☆

松　原 2 4 ☆

白　光 4 10 ☆

甘　木 3 0 3

歴木Ａ 2 0 2

歴木Ｂ 3 2 1

田　隈 5 5 ☆

橘 5 4 1

高　田 2 4 ☆

大　和 3 3 ☆

瀬　高 2 0 2

山　川 2 4 ☆

南　関 3 4 ☆

荒　尾 6 2 4

事業所 9 12 ☆

合　計 61 61 ☆

秋の目標

（１） ２０１８年 １１月１日 あ し ば 第５５０号

発 行 所

福 岡 県 建 設 労 働 組 合
大 牟 田 支 部

〒836-0044
大牟田市古町３－２

TEL(53)1533 FAX(54)6830
発行・編集者 矢野 誠

▼
来
年
10
月
か
ら
消
費
税

を
10
％
に
引
き
上
げ
る
と

平
然
と
閣
議
で
決
め
る
安

倍
内
閣
に
は
腹
が
た
っ
て

し
ょ
う
が
な
い
。
庶
民
の

事
考
え
て
ま
す
よ
と
言
わ

ん
が
ば
か
り
に
、
税
率
を

２
つ
に
分
け
る
軽
減
税
率

を
導
入
す
る
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
こ
と
だ
、
８
％

で
変
わ
ら
な
い
の
に
軽
減

と
は
ふ
ざ
け
た
言
い
方
に

他
な
ら
な
い
。
同
じ
品
で

も
持
ち
帰
り
は
８
％
で
店

内
で
食
べ
れ
ば
10
％
と
は

ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
。

課
税
事
業
者
に
な
る
仲
間

た
ち
は
複
雑
な
経
理
処
理

を
行
う
こ
と
に
な
る
。
安

倍
内
閣
さ
ん
よ
、
も
っ
と

零
細
事
業
者
や
庶
民
の
事

を
考
え
て
る
と
い
う
な
ら
、

減
税
し
続
け
て
い
る
法
人

税
や
累
進
課
税
を
元
に
戻

す
こ
と
さ
え
す
れ
ば
増
税

分
の
税
収
は
賄
え
る
で
は

な
い
か
と
大
き
な
声
で
叫

び
た
い
。

▼
臨
時
国
会
が
開
会
し
、

冒
頭
の
所
信
表
明
演
説
で

こ
れ
ま
た
「
憲
法
改
定
」

を
お
こ
な
う
表
明
を
し
た
。

憲
法
改
正
や
消
費
増
税
を

明
言
す
る
前
に
、
先
ず
は

自
ら
の
森
友
・
加
計
学
園

疑
惑
に
た
い
し
て
、
き
っ

ぱ
り
と
辞
職
し
昭
恵
夫
人

を
は
じ
め
加
計
孝
太
郎
氏

や
関
係
者
を
国
会
へ
証
人

と
し
て
呼
び
内
外
と
も
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
先

決
で
は
な
い
の
か
。
そ
し

て
な
に
よ
り
国
民
の
懐
が

豊
か
に
な
る
こ
と
、
将
来

に
安
心
を
与
え
る
こ
と
で

は
な
い
の
か
と
言
い
た
い
。

秋
の
拡
大
月
間
は
、
残

り
ひ
と
月
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
か
ら
の
準
備
月
間

は
、
分
会
総
会
や
支
部
の

定
期
大
会
、
出
陣
式
で
秋

の
拡
大
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

10
月
か
ら
の
本
月
間
に

は
、
分
会
ご
と
に
組
合
員

訪
問
で
の
声
か
け
や
交
差

点
で
の
お
は
よ
う
宣
伝
に

取
組
み
、
10
月
15
日
の
本

部
宣
伝
カ
ー
を
運
行
し
現

場
訪
問
す
る
中
、
県
目
標

の
56
人
拡
大
を
達
成
し
ま

し
た
。
10
月
25
日
に
は
支

部
目
標
の
61
人
に
到
達
し

ま
し
た
。

事
業
所
で
の
社
会
保
険

適
用
で
の
拡
大
と
合
せ
て
、

今
月
間
も
み
な
さ
ん
の
声

掛
け
か
ら
組
合
加
入
が
多

数
を
し
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
船
津
、
松
原
、

白
光
、
田
隈
、
高
田
、
大

和
、
山
川
、
南
関
、
事
業

所
分
会
が
達
成
し
て
い
ま

す
。
達
成
し
た
分
会
で
は
、

年
間
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
が
ら
、
全
分
会
で
の

達
成
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。仕

事
や
生
活
を
守
る
た

め
の
要
求
実
現
に
は
仲
間

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
現
場
や
仕
事
仲
間
に
、

仲
間
増
や
し
月
間
の
声
か

け
と
未
加
入
者
の
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

10
月
14
日
（
日
）
、
早

朝
よ
り
全
県
一
斉
の
宣
伝

行
動
を
実
施
。
各
分
会
で

集
合
場
所
と
時
間
を
決
め

て
、
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布

し
ま
し
た
。
配
布
枚
数
は

１
万
７
０
０
０
枚
。
班
か

ら
２
名
の
参
加
目
標
で
取

り
組
み
２
１
６
名
の
参
加

で
し
た
。

チ
ラ
シ
は
、
「
家
の
こ

と
な
ら
地
元
の
工
務
店
や

職
人
へ
」
の
仕
事
お
こ
し

と
、
組
合
に
未
加
入
の
方

へ
労
災
保
険
や
健
康
保
険

な
ど
福
建
労
の
メ
リ
ッ
ト

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ

を
受
け
取
っ
た
家
主
さ
ん

か
ら
「
家
の
修
繕
を
お
願

い
し
た
い
」
な
ど
の
問
合

せ
も
後
日
き
ま
す
。

午
後
か
ら
は
Ｊ
ボ
ウ
ル

に
て
分
会
対
抗
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
と
秋
の
拡
大
月
間

の
中
間
決
起
集
会
を
開
催
。

１
０
１
名
の
参
加
で
し
た
。

決
起
集
会
で

は
、
組
織
部

長
の
永
江
さ

ん
が
、
全
分

会
で
の
拡
大

達
成
を
め
ざ

し
支
部
目
標

を
達
成
し
よ

う
と
う
っ
た

え
ま
し
た
。

組織部長の永江さん（山川・右）にあと一人で達成と伝えると、

現場仲間の西山さん（左）に声かけて加入となり県目標達成へ

11
月
は
FM
福
岡
の
ラ
ジ

オ
宣
伝
（
ト
ラ
フ
ィ
ッ

ク
レ
ポ
ー
ト
）
に
大
牟

田
支
部
の
仲
間
が
登
場
。

ぜ
ひ
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

始めて参加の坂口さんも元

気にチラシ配布（荒尾）
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今
年
の
街
角
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
は
、
４
つ
の
地
域

（
高
取
、
沖
田
・
神
田
、

橘
、
三
川
・
早
米
来
地
区

）
で
集
い
の
会
を
開
催
し
、

地
元
の
住
民
の
方
よ
り
危

険
個
所
や
改
善
点
を
出
し

あ
い
ま
し
た
。
集
い
の
中

で
出
さ
れ
た
内
容
を
も
と

に
現
地
へ
確
認
し
、
大
牟

田
市
へ
要
望
し
ま
す
。

10
月
24
日
に
は
高
取
地

域
の
現
地
確
認
を
し
ま
し

た
。
通
学
路
で
の
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
多
く
の

改
善
が
必
要
な
個
所
が
み

ら
れ
ま
し
た
。
11
月
６
～

８
日
に
は
残
り
の
３
地
域

の
現
地
確
認
を
お
こ
な
い

ま
す
。

地元住民と集いを開催

ブロック塀に亀裂

10
月
13
日
、
シ
ニ
ア
友

の
会
の
「
い
つ
ま
で
も
元

気
に
頑
張
る
会
」
を
開
催

し
、
75
人
の
参
加
で
し
た
。

第
１
部
は
、
阿
蘇
か
ら

「
ビ
エ
ン
ト
」
を
呼
ん
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
。
竹
口
さ

ん
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と

吉
川
さ
ん
の
鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
な
ど
の
音
色
が
と
て

も
心
地
よ
く
、
生
演
奏
を

堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、

吉
川
さ
ん
の
曲
と
曲
の
間

の
ト
ー
ク
は
、
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
を
応
援
す
る

熱
の
こ
も
っ
た
話
も
心
に

響
き
ま
す
。

第
２
部
は
、
米
の
山
病

院
の
リ
ハ
ビ
リ
課
よ
り
井

島
さ
ん
の
指
導
で
健
康
体

操
を
み
ん
な
で
実
践
。
座
っ

た
ま
ま
で
す
が
、
体
が
温

ま
っ
て
来
ま
す
。

第
３
部
は
、
秋
の
拡
大

月
間
と
宣
伝
行
動
へ
の
参

加
を
。
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判

に
つ
い
て
は
、
２
陣
原
告

の
丸
山
さ
ん
か
ら
更
な
る

協
力
の
う
っ
た
え
が
あ
り

ま
し
た
。
後
日
署
名
が
集

ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。

第
４
部
は
ビ
ン

ゴ
大
会
。
は
じ
め

に
ビ
ン
ゴ
を
引
き

当
て
た
の
は
、
米

生
延
命
分
会
の
土

井
さ
ん
で
す
。
ビ

ン
ゴ
し
た
人
に
は
、

中
身
が
見
え
な
い

楽
し
み
袋
と
１
位
の
土
井

さ
ん
に
は
巨
大
紅
白
ま
ん

じ
ゅ
う
も
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
た
す
け
あ
い

共
済
か
ら
支
給
さ
れ
る
敬

老
祝
い
金
の
授
与
式
が
あ

り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
お

祝
い
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ビ
エ

ン
ト
は
、
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
涙
が
流
れ
る
程
、

感
激
し
ま
し
た
」
「
と
て

も
き
れ
い
な
音
色
で
久
し

ぶ
り
に
良
い
気
分
に
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
語
り
に

も
感
動
し
ま
し
た
。
CD
を

買
い
ま
し
た
の
で
、
家
で

思
い
出
し
な
が
ら
聞
い
て

み
ま
す
」
「
毎
回
参
加
し

て
、
な
つ
か
し
い
仲
間
の

元
気
な
姿
に
あ
え
る
こ
と

が
嬉
し
い
で
す
」
「
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
演
奏
に
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
ビ
ン

ゴ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
」

10
月
14
日
（
日
）
14
時

か
ら
Ｊ
ボ
ウ
ル
に
て
分
会

対
抗
団
結
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
、
94
名
の
参

加
で
し
た
。
始
球
式
は
ス

ポ
レ
ク
部
長
の
田
中
さ
ん

で
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
参

加
者
か
ら
拍
手
を
も
と
め
、

会
場
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

ひ
と
り
２
ゲ
ー

ム
ず
つ
プ
レ
イ
し

て
、
個
人

戦
と
団
体

戦
を
楽
し

み
ま
し
た
。

優
勝
は

田
隈
分
会
。

な
ん
と
１

位
か
ら
３
位
ま
で

田
隈
分
会
が
独
占
。

大
差
を
つ
け
て
の
優
勝
で

し
た
。
２
位
は
甘
木
分
会
、

３
位
は
橘
分
会
。

個
人
戦
で
は
、

１
位
か
ら
10
位

ま
で
は
も
ち
ろ

ん
、
と
び
賞
や

当
日
賞
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
賞
、
最

下
位
賞
、
子
供

い
っ
と
う
賞
、

真
ん
中
賞
等
々

多
く
の
賞
で
表

彰
が
あ
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
消
費
税

を
来
年
10
月
に
な
に
が
な

ん
で
も
10
％
に
上
げ
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

２
月
か
ら
取
り
組
ん
だ

「
さ
ら
な
る
消
費
税
を
増

税
さ
せ
な
い
署
名
」
は
全

国
か
ら
45
万
筆
が
集
ま
り

ま
し
た
。
10
月
12
日
に
署

名
を
提
出
す
る
国
会
集
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

１
６
１
名
が
参
加
。
立
憲

民
主
党
、
国
民
民
主
党
、

日
本
共
産
党
、
社
民
党
、

自
由
党
の
代
表
が
参
加
し
、

消
費
税
を
上
げ
な
く
て
も

大
企
業
や
富
裕
層
の
減
税

し
た
税
率
を
戻
せ
ば
財
源

は
あ
る
。
来
年
７
月
の
参

議
院
選
挙
が
ア
ベ
政
権
を

倒
す
チ
ャ
ン
ス
。
そ
こ
で

圧
勝
す
れ
ば
、
増
税
を
や

め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

野
党
共
闘
と
合
せ
共
に
頑

張
っ
て
行
こ
う
な
ど
う
っ

た
え
ま
し
た
。
消
費
税
増

税
反
対
の
声
を
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

９
月
28
日
（
金
）
、
支

部
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
分
会
役
員
班
長

合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
新
年
度
の
班
長
と
分

会
役
員
１
３
１
人
が
参
加
。

班
長
と
分
会
役
員
と
し

て
の
役
割
や
、
た
す
け
あ

い
共
済
の
申
請
方
法
な
ど

に
つ
い
て
確
認
と
学
習
を

し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
大
会
で
確

認
し
た
運
動
方
針
を
具
体

化
し
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
労
働
組
合
運
動
や
そ

の
役
割
の
大
切
さ
に
つ
い

て
学
び
、
建
設
労
働
者
の

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
は
、
福
建
労
が
も
っ

と
大
き
く
強
く
な
る
こ
と

が
不
可
欠
と
「
秋
の
組
織

拡
大
」
を
成
功
さ
せ
る
決

意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

秋
の
集
団
健
診
が
親
仁

会
医
療
機
関
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

仕
事
の
都
合
な
ど
で
、

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
も
他
の
日
程
で

健
康
診
断
を

受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
親
仁
会

医
療
機
関
に
連
絡
し
て
日

程
を
決
め
ら
れ
た
ら
、
組

合
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

中
建
国
保
加
入
者
で
は
、

節
目
の
年
齢
に
よ
る
人
間

ド
ッ
ク
補
助
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
の
健

康
状
態
の
把
握
と
、

病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
為
に

も
、
年
に
一
度
は

必
ず
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

健康体操で笑顔に

←
ビ
エ
ン
ト
の
吉
川
さ
ん

（
右
）
と
竹
口
さ
ん
（
左
）

巨大紅白まんじゅう

ゲットの土井さん

「今年は血圧が高かった。

食事面で気を付けます。自

分の生活習慣の改善にも大

事」渕田さん（勝立）

子供たちも一生懸命

投げました

５政党から挨拶



10
月
15
日

（
月
）
福
岡

の
天
神
ビ
ル

に
て
、
「
ア

ス
ベ
ス
ト
に

よ
る
健
康
被

害
を
な
く
す

た
め
に
！
ア

ス
ベ
ス
ト
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大

牟
田
支
部
か

ら
は
11
人
の

参
加
。

こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
弁
護
士
、
医
師
、
大

学
研
究
員
、
福
建
労
が
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
に
な
り
、
ア

ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
が

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、

な
に
が
危
険
な
の
か
、
ど

こ
に
危
険
が
あ
る
の
か
を
、

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
講

演
の
も
と
学
習
し
ま
し
た
。

医
師
か
ら
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
に
よ
る
病
気
の
進
行

に
よ
る
具
体
的
な
症
状
。

福
建
労
か
ら
は
、
建
設
現

場
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ

れ
て
い
る
建
物
の
解
体
工

事
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
の
か
。
研
究
者
か
ら

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の

制
度
や
技
術
面
か
ら
で
の

課
題
と
展
望
。
弁
護
士
か

ら
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
重
要
性
や
国
の
規
制
や

責
任
な
ど
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
だ
私
達
の
ま
わ
り

の
建
物
に
も
建
材
の
一
部

と
し
て
残
っ
て
い
る
ア
ス

ベ
ス
ト
。
こ
れ
以
上
の
被

害
を
出
さ
な
い
た
め
危
険

性
を
知
ら
せ
、
対
策
の
確

立
が
必
要
で
す
。

（３） ２０１８年 １１月１日 あ し ば 第５５０号

11

月

の

行

事

予

定

４
～
５
日

足
場
作
業
主
任
者
講
習
会

県
本
部
会
館

６
日
（
火
）
県
シ
ニ
ア
支
部
代
表
者
会
議

セ
キ
ア
ヒ
ル
ズ

６
日
（
火
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

吉
野
地
区

７
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

米
生
地
区

８
日
（
木
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

三
川
地
区

８
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

10
～
11
日

人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー

も
も
ち
パ
レ
ス

15
日
（
木
）
早
朝
宣
伝
行
動

三
川
交
差
点

15
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

17
日
（
土
）
松
原
分
会
住
宅
デ
ー

大
正
小
学
校

18
日
（
日
）
南
関
分
会
住
宅
デ
ー

関
所
祭
り

18
～
19
日

木
造
作
業
主
任
者
講
習
会

県
本
部
会
館

20
日
（
火
）
予
算
要
求
総
決
起
集
会

日
比
谷
公
園

20
日
（
火
）
予
算
要
求
国
会
議
員
要
請

議
員
会
館

22
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

25
日
（
日
）
県
主
婦
の
会
総
会

県
本
部
会
館

26
日
（
月
）
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

29
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

29
日
（
木
）
支
部
３
役
会
議

組
合
事
務
所

30
日
（
金
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

１
日
（
土
）
全
県
書
記
長
会
議

県
本
部
会
館

２
日
（
日
）
県
組
織
部
会

県
本
部
会
館

２
日
（
日
）
青
年
部
県
委
員
会

県
本
部
会
館

３
日
（
月
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

12

月

の

行

事

予

定

毎
月
の
収
支
計
算
を
実
際
に
会
計
ソ
フ
ト
に
入
力
し

な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室
で
す
。
11
月
は
26
日

（
月
）
の
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

10
月
１
日
に
、
九
州
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
第
２

陣
福
岡
地
裁
で
の
２
回
目
、

10
月
22
日
は
、
第
１
陣
福

岡
高
裁
第
12
回
目
の
裁
判

が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
10
月
１
日
は
皆

さ
ん
が
集
め
た
「
九
州
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
公
正

判
決
を
求
め
る
署
名
」
約

30
万
筆
を
裁
判
所
に
提
出

し
ま
し
た
。

第
１
陣
高
裁
で
は
、
い

よ
い
よ
来
春
に
判
決
が
言

い
渡
さ
れ
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。
最
近
の
高
裁

判
決
で
は
一
人
親
方
の
救

済
、
企
業
の
責
任
ま
で
勝

ち
取
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
流
れ

を
九
州
で
止
め

る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

必
ず
九
州
も
全
国
に
続
く

判
決
を
勝
ち
取
り
、
補
償

基
金
設
立
に
向
け
前
進
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
為
に
は
、
署
名
に

お
い
て
目
標
の
50
万
筆
に

は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
更

な
る
上
積
み
が
必
要
で
す
。

今
後
増
え
る
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
の
た
め
、
自
分

自
身
の
た
め
、
さ
ら
な
る

署
名
を
拡
げ
る
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

10
月
３
日
と
４
日
に
ア

ス
ベ
ス
ト
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ

バ
ン
大
牟
田
荒
尾
玉
名
行

動
を
実
施
。
福
建
労
、
建

交
労
、
じ
ん
肺
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
弁
護
団
か
ら
弁
護

士
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
牟
田
市
と
荒
尾
市
に

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
を

使
用
し
て
い
る
建
物
の
解

体
で
、
新
た
な
被
害
者
を

出
さ
な
い
よ
う
法
の
改
正

や
条
例
作
り
な
ど
進
め
る

よ
う
に
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
早
期
作
成
。
ま
た
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
怖
さ
と
危

険
度
の
広
報
を
強
め
る
よ

う
に
要
請
。

大
牟
田
と
玉
名
監
督
署

に
対
し
て
も
自
治
体
と
協

力
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
よ
う
に
。
１

人
親
方
等
特
別
加
入
者
に

対
す
る
健
康
管
理
手
帳
の

交
付
を
。
被
害
者
に
は
速

や
か
な
認
定
を
。
労
働
局

や
本
省
へ
上
申
す
る
と
き

に
は
、
監
督
署
と
し
て
も

必
要
性
や
現
場
で
の
生
の

声
を
届
け
る
よ
う
に
要
望

し
ま
し
た
。

【
永
松
利
奈
・
米
生
延
命
】

始
め
て
裁
判
所
に
行
き
、

原
告
の
意
見
陳
述
書
を
読

む
姿
を
見
ま
し
た
。
原
告

の
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
行

動
し
て
い
る
の
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
私
も
少
し
で

も
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と

参
加
し
ま
し

た
が
、
沢
山

の
署
名
を
見
て
署
名
一
枚

で
も
力
に
な
れ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
可
能
性
は
誰
に

で
も
あ
り
ま
す
。
国
や
企

業
は
、
責
任
を
認
め
一
日

も
早
く
救
済
基
金
が
設
立

さ
れ
る
よ
う
に
と
強
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
参

加
し
、
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

署名で通行人にアスベスト問題を呼び

かける平野又六さん（甘木）

玉名監督署にて要請

国の責任を説明する伊黒弁護士
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【
藤
本
憲
子

田
隈
】

や
っ
と
秋
ら
し
い
気
候

に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
９

月
10
月
初
め
に
台
風
で
孫

の
小
学
校
、
幼
稚
園
と
運

動
会
が
伸
び
、
や
っ
と
終

わ
り
、
こ
れ
か
ら
紅
葉
見

に
行
っ
た
り
、
温
泉
と
楽

し
く
休
み
に
は
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

台
風
（
25
号
）
も
被
害

無
く
ホ
ッ
ト
し
て
ま
す
。

ま
だ
（
10
月
９
日
）
暑
い

で
す
。
11
月
号
の
あ
し
ば

の
新
聞
が
届
く
こ
ろ
に
は
、

寒
く
成
り
ま
し
た
ネ
が
挨

拶
の
言
葉
に
成
る
の
か
な
？

草
か
ん
む
り
に
鳥
は
ツ
タ

（
ブ
ド
ウ
科
の
つ
る
性
植

物
）
と
読
む
の
で
す
ネ
。

ク
イ
ズ
の
お
蔭
！

【
浦

清
美

橘
】

運
動
会
で
騎
馬
戦
が
有

り
ま
し
た
。
孫
（
男
の
子
）

な
ん
で
す
が
、
身
体
が
小

さ
い
の
で
「
ど
う
か
な
ぁ

～
」
と
思
っ
て
見
て
ま
し

た
が
、
何
と
勝
ち
抜
き
戦

で
次
々
と
相
手
を
倒
し
大

将
ま
で
倒
し
て
勝
ち
ま
し

た
。
と
っ
て
も
嬉
し
い
一

日
に
な
り
ま
し
た
。

【先月の答】①左端の人の右袖 ②右下の台の取っ手

③右上の棚の下線 ④右端の子の口 ⑤右から２番目の

人のシャツ ⑥その人の顔の汗 ⑦セーラー服の子の左

手のシュシュ（髪留め）

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
抽
選
で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６
の
０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

財
務
省
主
計
局
主
計
官

厚
生
労
働
係

殿

財
務
省

主
計
局
次
長

殿

私
は
●
●
県
で
▲
▲
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
大
切
な
制
度
で
す
。

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現
行
水

準
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

（

住

所

）

（

氏

名

）

必
ず
ひ
と
り
３
枚
の
ハ
ガ
キ
書
い
て

分
会
・
班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※●●に県名。▲▲には
職種（大工、左官、土木
工、塗装工、内装工、電
工など）を記入してくだ
さい。▲▲業（ギョウ）
はダメです。

財
務
省

主
計
局
長

殿

千
代
田
区
霞
が
関
３
の
１
の
１

このハガキ要請行動は、国保

組合への予算獲得だけでなく、

全建総連で要求している建設産

業で働く私たちに関連する予算

獲得の大きな力となっています。 昨年の住宅デーの様子

大人気の木工教室

10
月
28
日
、
山
登
り
愛

好
会
で
九
重
の
男
池
（
お

い
け
）
め
ぐ
り
と
紅
葉
の

大
自
然
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

に
行
き
ま
し
た
。
26
人
の

参
加
。

男
池
で
は
、
日
本
名
水

百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る

湧
き
水
で
参

加
者
の
喉
を

潤
し
ま
す
。

平
地
と
違
い

辺
り
は
秋
の

装
い
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

黄
色
や
赤

く
染
ま
っ
た

森
林
の
中
を

歩
く
と
大
自

然
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ト
レ
ッ
キ

ン
グ
チ
ー
ム

は
「
か
く
し

水
」
を
通
り
ソ
バ
バ
ッ
ケ

ま
で
行
き
ま
し
た
。
標
高

が
高
く
な
り
、
ま
た
一
段

と
鮮
や
か
な
紅
葉
を
見
る

事
が
出
来
ま
す
。
す
ば
ら

し
い
景
色
の
中
昼
食
で
す
。

今
回
は
、
水
炊
き
や
サ
イ

コ
ロ
ス
テ
ー
キ
を
準
備
し

て
き
た
参
加
者
も
。

男
池
周
辺
の
散
策
チ
ー

ム
は
、
湧
き
出
る
名
水
を

前
に
昼
食
を
す
ま
せ
、
名

水
の
滝
や
近
く
の
山
林
で

紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。

帰
り
は
近
く
の
温
泉
で

疲
れ
を
と
り
、
冷
え
た
体

を
温
め
ま
し
た
。

スタート地点には巨大なケヤキも

憲法９条改憲を目指す安倍首相の最大の口

実であった北朝鮮の脅威は平和への道を歩み

はじめ、もはや根拠を失ってきています。

今回、福岡市中央区九条の会事務局長の後藤

富和弁護士を講師に招き、日本国憲法と九条

の意義について一緒に考えてみましょう。

南関分会の住宅デーは、

今年も関所まつりで行いま

す。毎年多くの来場者があ

る関所まつりでは、福建労

の木工教室が大人気です。

住宅相談会や包丁とぎも行っ

ています。

松原分会の住宅デー

は、地元の大正まつ

りと同時開催します。

住宅相談会の他に

もメダカすくいやくじ引き

のお楽しみイベントもあり

ます。また、ありあけ健康

友の会の協力で健康チェッ

クも行います。


